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【手続補正書】
【提出日】平成25年4月5日(2013.4.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　手術用の装置であって：
　導入具を具える導入ロッドまたは送達システムと；
　作業器具と、第１のコネクタおよび第２のコネクタを有する回転固定要素とを具えるエ
ンドエフェクタであって、前記作業器具に取り付けられるエンドエフェクタと；
　対象部位に挿入するための遠位端を有する制御シャフトを具える制御要素と、を具えて
おり、
　前記第１のコネクタは、前記導入具が前記エンドエフェクタを対象部位に送達できるよ
うに、対象部位の外側で前記エンドエフェクタを前記導入具に取り外し可能に取り付ける
よう構成されており、
　前記第２のコネクタは、対象部位において前記エンドエフェクタを前記制御要素の制御
シャフトの遠位端に取り外し可能に取り付けるよう構成されていることを特徴とする装置
。
【請求項２】
　請求項１に記載の装置において、前記エンドエフェクタが前記制御要素の制御シャフト
に取り付けられた後に、前記導入具が前記エンドエフェクタから分離することができるこ
とを特徴とする装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の装置において、前記回転固定要素が、前記第１のコネクタを前記導入
具に固定するよう構成され、さらに、前記導入具から前記第１のコネクタを解除して前記
第２のコネクタを前記制御要素の制御シャフトに固定するよう構成されていることを特徴
とする装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の装置において、前記作業器具が把持具を含むことを特徴とする装置。
【請求項５】
　請求項１に記載の装置において、前記制御要素の制御シャフトの直径が、前記エンドエ
フェクタの直径よりも小さいことを特徴とする装置。
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【請求項６】
　請求項１に記載の装置において、前記制御要素の制御シャフトが、第１のシャフトと、
当該第１のシャフトと同軸の第２のシャフトとを具えていることを特徴とする装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の装置において、前記第１のシャフトが前記第２のシャフトに対して摺
動する場合に前記作業器具が動作するように、前記第１のシャフトが構成されていること
を特徴とする装置。
【請求項８】
　請求項１乃至７に記載の装置において、前記導入具および前記制御シャフトの一方また
は両方を操作した結果、前記導入具から前記エンドエフェクタを分離し、同時に前記エン
ドエフェクタを前記制御シャフトに取り付けるように、前記導入具および前記制御シャフ
トが構成されていることを特徴とする装置。
【請求項９】
　請求項６または７に記載の装置において、前記第１のコネクタが前記エンドエフェクタ
のハウジングに受取スロットを具え、当該受取スロットは、前記導入具を前記エンドエフ
ェクタに解除可能に取り付けることができるように前記回転固定要素の固定リングのスロ
ットに位置合わせすることができ、
　前記回転固定要素は、前記受取スロットから前記固定リングのスロットをずらして前記
導入具を前記エンドエフェクタに固定するように回転可能であることを特徴とする装置。
【請求項１０】
　請求項９に記載の装置において、前記制御シャフトは、前記エンドエフェクタが前記導
入具に取り付けられた場合に前記エンドエフェクタのチャネル内に摺動可能に挿入するこ
とができ、
　前記制御シャフトは、前記導入具から前記エンドエフェクタを取り外し、同時に前記エ
ンドエフェクタを前記制御シャフトに取り付けるように、前記導入具に対して回転するこ
とができることを特徴とする装置。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の装置において、前記エンドエフェクタが、前記作業器具に連結され
た能動シャフトを具えており、これにより、前記制御シャフトが前記エンドエフェクタを
前記制御シャフトに取り付けるように回転した場合に、前記能動シャフトが内側のシャフ
トに長手方向に固定され、前記内側のシャフトが外側のシャフトに対して長手方向に平行
移動して前記作業器具を作動させることができるように、前記エンドエフェクタの前記能
動シャフトの作動キーが前記内側のシャフトの縦の切痕と係合することを特徴とする装置
。
【請求項１２】
　請求項１０または１１に記載の装置において、前記第２のコネクタが固定リングのキー
を具えており、前記制御シャフトが前記エンドエフェクタを前記制御シャフトに取り付け
るように回転した場合に前記固定リングのキーは外側シャフトの角切痕へと回転し、これ
により、前記エンドエフェクタが前記制御シャフトに固定されることを特徴とする装置。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の装置において、前記固定リングのキーが前記ハウジング内のアクス
ルスロット内を回転し、前記ハウジングに対する前記回転固定要素の回転を制限するよう
に構成されていることを特徴とする装置。
【請求項１４】
　手術用の装置であって：
　導入具と；
　作業器具と；
　第１のコネクタと第２のコネクタを有する回転固定要素を具えるエフェクタであって、
前記作業器具に取り付けられるエフェクタと；
　制御要素とを具え；
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　前記第１のコネクタは前記エフェクタを前記導入具に取り外し可能に取り付けるよう構
成されており、前記第２のコネクタは前記エフェクタを前記制御要素に取り外し可能に取
り付けるよう構成されていることを特徴とする装置。
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